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 本論文はサハ語の名詞，形容詞，副詞についての記述的研究である．本論文

ではこれら 3品詞をまとめて名詞類と呼ぶ．本論文は 4部 13章から成る．本論

文の特徴は，従来の品詞分類である名詞，形容詞，副詞を名詞類という 1 つの

大きなグループとして捉える点にある．これら 3 品詞を名詞類として一括する

理由の第 1は，名詞類に属する語彙素が形態法上の共通性を有するためである．

第 2 の理由は，名詞類に属する語彙素の統語機能が，名詞句，連体修飾句，副

詞句にまたがり部分的に重なり合うためである．従来の品詞分類は，このよう

なサハ語名詞類の形態統語的振る舞いを必ずしも反映するものではない．本論

文では結論として，名詞類に属する語彙素をその統語機能から 8 つのグループ

へ下位分類することを提案する．この分類は一義的には語彙素の統語機能に基

づくものであるが，二語以上から成る句の振る舞いを記述する際にも有効であ

る．接辞法から見ると，名詞形態法と動詞形態法は対照的である．動詞の場合，



その統語的環境に応じて動詞語尾が選択され必ず付加される．ところが名詞類

には，ある統語的環境に置かれる場合に必ず付加される屈折接辞は無い．逆に

言えば，名詞類の語彙素に屈折接辞の何も付加しない語形は，名詞句・連体修

飾句・副詞句のいずれにもなる可能性があり多機能性を有している．サハ語は

比較的に接辞法の豊かな言語であると言えるが，その一方で屈折接辞を欠く語

形が広範囲に用いられる事実は興味深い．本論文では，無人称単数主格形で現

れる文の諸要素の成立条件についても記述する．以下では，各部・各章の内容

を示す．  

  

 第Ⅰ部では，まず本論文の方針を述べ，次にサハ語文法の全体を概観しつつ，

形態音韻的交替および接辞法について包括的記述を行う．第 1章で本論文の目

的と方針を述べる．第 2章で言語の概略を述べる．第 3章は形態音韻的交替を

記述する．本論文による新たな貢献として，サハ語の見かけ上複雑な形態音韻

的交替は，接辞の交替規則および語幹の分類により統一的に説明可能であるこ

とを示す．第 4 章はサハ語形態法の中心をなす接辞法を記述する．接辞は名詞

類に付加するものと動詞に付加するものに大別される．通言語的に特異なのは，

サハ語の派生接辞の中に極めて生産性の高いものがあり，語の形態的緊密性に

反して語基の文法範疇を部分的に保持する派生が可能である点である．例えば

名詞語幹からの派生では，複数接辞（屈折接辞の 1つ）に派生接辞が後続しう

る．動詞語幹からの派生では，語基である動詞部分が依然として対格目的語を

支配することが可能である．派生におけるこのような形態法と統語法のミスマ

ッチは，形動詞にも見られる．形動詞は動詞の屈折形式の 1つであるが，形態

法上は名詞語幹同様に働き，屈折形式でありながら派生接辞が付加することも

ある．この時に形動詞部分がなおも対格目的語を保持しうるため，やはり形態

法と統語法のミスマッチを生む．  

 

 第Ⅱ部では，名詞類に属する語彙素の有する統語機能に着目する．はじめに

従来の研究における名詞・形容詞・副詞の分類が必ずしも形態統語的振る舞い

を反映するものではないことを示し，これら 3品詞の形態統語的振る舞いを再

検討する．第Ⅱ部での主張は主に次の 3点である．[1] 名詞・形容詞・一部の副

詞は，施しうる形態法が共通している．[2] 名詞・形容詞・副詞という語彙素の

分類と，名詞句・連体修飾句・副詞句という統語レベルの分類は一対一に対応

しない．これらはむしろ部分的に重なりあっている．[3] 大きなグループである

名詞類は，語彙素の統語機能から見ると，相対的に小さな 8つのグループに下

位分類される．第 5章では，先行研究が行う品詞分類は，実際の形態統語的振

る舞いを必ずしも反映するものではないことを指摘する．さらに，語彙素レベ



ルにおける品詞分類を困難にさせる要因には，表面上の無人称単数主格形（屈

折接辞が付加されない語形）が統語法上の多機能性を持つ点があることを指摘

する．第 6章では名詞句用法について検討する．名詞と形容詞は名詞句として

の用法を十全に持つ．一部の副詞は，名詞の屈折形態法が施され名詞句として

働くことが可能である．第 7章では連体修飾の構造を記述する．連体修飾の方

策には無標示型・所有型の 2つがある．名詞類に属する語彙素は，2種類の連体

修飾機能の両方ないし片方を持つか，あるいは連体修飾機能を持たない．7章で

は主として，取りうる連体修飾構造と品詞の相関を検討し，2種類の連体修飾構

造の両方が可能な場合について構成要素間の意味的関係を記述する．第 8章は

副詞句用法を扱うが，名詞形態法を施すことが可能で，かつ副詞句としても機

能する語彙素について特に記述する．これに当てはまる語彙素は，従来の品詞

分類では名詞でもあり副詞でもあることになってしまい，二重分類になってし

まうという問題がある．第 9章では第 II部の議論をまとめる．先行研究におけ

る名詞・形容詞・副詞という語彙素レベルの分類は，これら 3品詞に対し共通

して名詞形態法を施しうること，統語機能（名詞句，連体修飾句，副詞句とし

て働く能力）が部分的に重なり合うことを考慮していない．本論文ではある語

彙素が複数の統語機能を有することを積極的に認め，名詞類全体を包括的に捉

え，それらを相対的に小さな 8つのグループに下位分類することを提案する．

この分類は一義的には語彙素の分類であり先行研究に見られる二重分類を解消

するなどの利点を持つが，同時に，二語以上から成る句や節の統語的振る舞い

にも合致することから，句や節の有する統語機能の記述にも有効性を持つもの

である．  

 

 第Ⅲ部では，統語機能に着目した第Ⅱ部とは対照的に，語形に着目する．本論

文で無人称単数主格形と呼ぶ語形（屈折接辞が付加されない語形）は統語法上

の多機能性を有する．ここでは格接辞を伴う名詞句との対比を行うことにより，

無人称単数主格形の 3つの用法について記述を行う．第 10章では無人称単数主

格形の目的語の成立条件を，他の 2つの目的語の形式（いずれも格接辞を伴う）

との対比を通して記述する．目的語の 3 つの形式のうち，対格目的語をデフォ

ルトの形式であると認めることが出来る．分格目的語は，命令・要求を含意す

る文で用いられ，対象の任意性または量の不定性という語用論的性質を有する

場合に用いられる．一方，無人称単数主格形の目的語の成立には，まず形態的

要因ないし語彙的要因が強く働き，それを妨げない範囲で語用論的要因も働い

ている．つまり無人称単数主格形の目的語は名詞句用法の 1 つであるが，語彙

素の統語機能のみからは説明できないものである．第 11 章では無人称単数主格

形の二次述語としての用法を記述する．無人称単数主格形の二次述語は副詞句



用法の 1 つと考えられるが，語彙素自体が副詞句機能を持つ場合とは異なり，

副詞句を成立させている要因は語彙素自体の性質ではなくむしろ動詞の種別で

あると指摘する．第 12 章では共格名詞句との対比を通して，接尾辞-LEEx の付

加した句の記述を行う．接尾辞-LEEx の付加した句は，意味上では共格名詞句と

同様の働きをするように見える．しかしながら，常に述語と直接関係する共格

名詞の場合とは異なり，接尾辞-LEEx による派生語はあくまで形態上は無人称単

数主格形である．従って統語法上の多機能性（名詞句・連体修飾句・副詞句の

いずれとしても働く点）が見られ，また統語的働きに応じてその意味解釈を変

える．  

 

 第Ⅳ部すなわち第 13 章では本論文の結論をまとめる．本論文の主張は次の 4

点にまとめられる．[1] 主として形態法から見ると，サハ語の名詞類（名詞・形

容詞・副詞）を一括して捉える必要がある．[2] 名詞類に属する語彙素は，その

統語機能から見ると 8つの小さなグループに下位分類される．[3] 名詞類に属す

る語彙素の多くは複数の統語機能を持つ．この多機能性は無人称単数主格形に

おいて顕著に見られる．[4] サハ語の名詞類においては，機能を標示する接辞法

が充実している一方で，その接辞法に頼らない無人称単数主格形に多機能性が

見られる．この点はある意味矛盾であるがこの言語の特質でもある． 

 

 


